
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：平成２９年１０月２０日（金）１校時   

学級：第１学年Ａ組（男子１５名 女子１４名 合計３２名）  

場所：賀茂川中学校 柔道場 

１ 単元について 

（１） 単元観 

中学校学習指導要領では，Ｆ「武道」の第１学年及び２学年について，武道は武技・武術か

ら発生した我が国固有の文化であり，相手の動きに応じて，基本動作や基本となる技を身に付

け，相手を攻撃したいり相手の技を防御したりすることによって，勝敗を競い合う楽しさや喜

びを味わうことのできる運動であると示され，武道に積極的に取り組むことを通して，伝統的

な考え方を理解し，相手を尊重して練習や試合ができるようにすることを重視する運動である。 

柔道を含む武道は，中学校で初めて学習する内容であるため,基本動作と基本となる技を確実

に身に付け，身に付けたことを用いて，相手の動きの変化に対応した攻防ができるようにする

ことが求められる。 

    柔道において，技能では相手と直接組み合って，攻防を展開しながら互いに「一本」を目指

して勝敗を競い合う楽しさを味わうことのできる運動である。また，態度では相手と直接的に

攻防するため，作法や所作を守り，相手を尊重する気持ちを込めて行うことが大切となる。さ

らに，知識，思考・判断では勝敗を競い合う中でも，技能の習得を通して礼法を身に付けるな

どの人間形成を重視するといった考え方を理解するとともに，技の名称や技術的なポイントを

見付けたり，課題に応じた練習を選択したりする学習活動を仕組むことができる。 

（２）生徒観  

保健体育の授業は男女共習であり，男女で活動する場面が多い。授業規律を徹底し，一つの

学習集団であることを意識させながら，時間を守ることや集団としてまとまる力を仕組むこと

を行ってきた。体育分野の球技では１学期男女合同のチームで活動させ，思考することや技能

を高めることについて，意図的に協力させてきた。また，保健分野でも男女合同でグループ学

習を進め，個人の思考と他者の意見を比較し，考えをまとめることを仕組むことで思考力・判

断力を高めることにつなげている。新体力テストの結果から男子全体の体力平均値がＣ評価，

女子全体の体力平均値がＡ評価で女子の方が体力的に高いといえる。柔道に関する意識アンケ

ートから「柔道は楽しそう」と回答した生徒は全体で３７％，「柔道は怖そう」と回答したせ

いとは全体で６５％，「柔道は危なそう」と回答した生徒は全体で９３％，「柔道の技や礼儀

作法を身に付けたい」と肯定的に回答した生徒は９８％である。 

 

（３）指導観  

柔道の学習から，柔道の特性である「精力善用」「自他共栄」の考えを理解させ，伝統的な行

動や相手のことを尊重した礼儀作法を身に付けさせ，基本動作や相手との攻防が展開できるよう

にする。 

１学年は意識アンケートからわかるように柔道未経験の生徒で恐怖心や危険なイメージをもち， 
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楽しみ方のイメージが低いと考えられる。柔道の受け身，投げ技，抑え技など危険な面を確実に

理解させる。２，３年生へつなげていけるよう安全面に配慮し，生徒が礼儀作法や柔道特有の行

動の仕方や柔道の楽しい面を見付けることができるように指導する。学習意欲と同時に思考力・

判断力・表現力を育成するため，評価規準を生徒に明確に示し，ペアやグループ学習を行うこと

で相手と関わる場を設定する。 

支援の必要な生徒や思考力・判断力・表現力を高めるためにＩＣＴを活用する。電子黒板では

実際の映像や支援につながる図を提示することやタブレットでは自分と他者の動画を比較するこ

とや自分の課題に気づき，何を改善するのが良いかを思考させたい。 

 

２ 単元の目標  

○次の運動について，技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，得意技を身に付けることがで 

きるようにする。柔道では，相手の動きの変化に応じた基本動作から，基本となる技，得意技 

連絡技を用いて，相手を崩して投げたり，抑えたりするなどの攻防を展開すること。【技能】 

○武道に自主的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を大切にしようとする 

こと，自己の責任を果たそうとすることなどや，健康・安全を確保できるようにする。 

【関心・意欲・態度】 

○伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕方，体力の高め方，運動観察の方法などを理解し， 

自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。【思考・判断，知識】 

 

３ 評価規準 

 【単元の評価規準】 

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能 エ 知識・理解 

・武道の学習に積極的

に取り組もうとして

いる。 

・自己の役割を果たそ

うとしている。 

・自己の健康や安全に

留意している。 

・課題に応じた運動の取

り組み方を工夫してい

る。 

 

・自己の課題を見付けて

いる。 

・基本動作を身に付け，

攻防を展開するための

動きができる。 

 

 

・武道の特性や成り立ち

を理解している。 

 

・技術の名称や行い方を 

理解している。 

 

 

 

【学習活動に即した評価規準】 

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能 エ 知識・理解 

① 安全に気を配り，相

手を尊重し，伝統的

な行動の仕方を守

ろうとしている。 

 

② 仲間の学習を援助

しようとしている。 

① 技を身に付けるため

の運動の行い方のポ

イントを見付けてい

る。 

 

② 自己の課題を見付け

ている。 

 

① 柔道の攻防を展開す

るための基本動作が

できている。 

 

 

② 相手の動きに応じた

基本動作から基本と

なる技ができている 

 

① 柔道の特性や成り立

ちについて，学習し

た具体例を挙げてい

る。 

 

② 技の名称や行い方に

ついて，理解したこ

とを言ったり書き出

したりしている。 

 

 

 



 

 

４ 本校において育成しようとする資質・能力（○印は本単元において育成しようとする資質・能力） 

スキル 
思考力・判断力・表現力 

○ ・基本動作や技の課題を見付け出し学習に取り組んでいる。 

・課題を解決するためのポイントを見付け出し，学習に取り組 

んでいる。 

意欲・ 

態度 主体性・積極性 
○ ・意欲的に取り組み，意見やアドバイスをし合いながら学習し 

ている。 

価値観・ 

倫理観 知識・情報活用能力 
 ・意欲的に取り組み，意見やアドバイスをし合いながら学習し 

ている。 

・柔道の伝統的な行動の仕方や基礎知識・技能を理解している。 

 

５ 単元のＩＣＥモデルイメージ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

６ 指導と評価の計画（全１０時間） 

次 学習内容                評価の観点 

ア イ ウ エ 評価規準 評価方法 

１ オリエンテーション 

柔道の特性・柔道着の扱い方 

○   ◎ ア①安全に気を配り，相手を尊重し，伝

統的な行動の仕方を守ろうとして

いる。 

エ①柔道の特性や成り立ちについて，学

習した具体例を挙げている。 

行動観察 

ワークシート 

２ 受け身の方法を理解する。 

 

◎   ○ ア①安全に気を配り，相手を尊重し，伝

統的な行動の仕方を守ろうとして

いる。 

エ②技の名称や行い方について，理解し

たことを言ったり書きだしたりし

ている。 

行動観察 

ワークシート 

３ 正しい受け身ができる。 

 

 ◎ ○  イ①技を身に付けるための運動の行い

方のポイントを見付けている。 

ウ①柔道の攻防を展開するための基本

動作ができている。 

行動観察 

ワークシート 

４ 正しい抑え技ができる。  ○ ◎  イ①技を身に付けるための運動の行い

方のポイントを見付けている。 

ウ①柔道の攻防を展開するための基本

動作ができている。 

行動観察 

ワークシート 

【考え・基礎知識】 

基本動作と基本と

なる技を身に付け

るためのポイント

を理解している。 

【つながり】 

基本動作と基本となる技を用い

て攻防の展開を試す中で，自分の

課題を見付けている。仲間と協力

して，課題を解決するための練習

を進めることができる。 

【応用・ひろがり】 

身に付けた技能を使って

お互いに攻防を楽しむ。日

常生活の中で，本単元で身

に付けた力を生かし，積極

的に運動に親しみ，体力向

上を図ることができる。 



 

 

５ 条件付きの抑え技ができる ○  ◎  ア②相手を尊重し，仲間の学習を援助し

ている。 

ウ①柔道の攻防を展開するための基本

動作ができている 

行動観察 

ワークシート 

６ 投げ方の基本動作を理解する。 

 

○   ◎ ア②相手を尊重し，仲間の学習を援助し

ている。 

エ①柔道の特性や成り立ちについて学

習した具体例を挙げている。 

行動観察 

ワークシート 

７ 投げ技の正しいかけ方を見付

ける。 

 ◎ ○  イ①自己の課題を見つけている。 

ウ②相手の動きに応じた基本動作から

基本となる技ができている。 

行動観察 

ワークシート 

８ 自分の技の課題を見付ける。 

 

 ◎  ○ イ②自己の課題を見付けている。 

エ②技の名称や行い方について理解し

たことを言ったり書き出したりし

ている。 

行動観察 

ワークシート 

９ 自分の技で相手を投げること

ができる。 

○  ◎  ア①安全に気を配り，伝統的な行動の仕

方を守ろうとしている。 

ウ②相手の動きに応じた基本動作から

基本となる技ができている 

行動観察 

ワークシート 

10 まとめ 

自己の課題と２年生に向けて 

 ○  ◎ イ①運動から自己の課題を見つけてい

る。 

エ②技の名称や行い方について，理解し

たことを言ったり書き出したりし

ている。 

行動観察 

ワークシート 

 

７ 本時の学習（７時間目／全１０時間） 

  （１）本時の目標 

     投げ技の，正しいかけ方を見付けよう。 

  （２）教科の評価規準 

     自己の課題を見付けている。（思考・判断）   

基本動作から基本となる技ができている。（技能） 

（４）準備物  

     電子黒板 タブレット 柔道着 ワークシート 

（５）学習の展開 

 学習活動 

 

指導上の留意事項(◇) 
(◆「努力を要する」状況と 

判断した生徒への指導の手立て) 

   具体の評価規準    

（評価方法） 

つ
か
む
（
５
分
） 

１ 整列・準備運動 

 

２ 課題意識をもつ。 

 

   

 

３ 本時のめあてを確認する

。 

 

 

 

 

課題：投げ技を正しくかけるにはどんなことが必要だろうか。 



 

 

 

考
え
る
・
深
め
る
（
４
０
分
） 

 

 

 

 

４ 動画や写真を活用し，投

げ技の正しいかけ方を見

付ける。 

 

 

 

５ タブレットで動画撮影・

比較を行い，正しくかけ

ることができているか確

認する。 

  

 

 

 

 

◇グループでの順番や役割分担を明確 

にする。 

◆チェック項目提示し，見取る視点を明

確にする。 

 

 

◇技が正しく，滑らかに入れることがで 

きるようにさせる。 

◆練習での課題でのポイントを意識させ

る。 

 

 

 

 

 

自己の課題を見付けている。 
（行動観察・ワークシート） 
 
 
 
 
 
 
 
基本動作から基本となる技が
できている。 
（行動観察・ワークシート） 
 
 

振
り
返
る
（
５
分
） 

６ ふりかえり 

  目標達成の確認 

◇見つけた条件を理由づけで発表させ 

る。 

 

◆活動をしての課題を明確にさせる。 

 

 

目標：投げ技を正しくかけることができる条件を見付けることができる。 


